
シカ密度分布図 京都大阪森林管理事務所

・推定生息数（府内の動向は第二種特定鳥獣管理計画等より）
京都府全域では約96,000頭、大阪府は北部地域において約6,380頭生息していると推定

されている。また、大阪府については、大阪府立生物多様性センターがセンサーカメラ等を
用いたモニタリング調査を実施しており、北部では過去最大だったR3年度の生息密度
（18.8頭/km2）からR4年度はさらに大きく増加（24.1頭/km2）し、特に能勢町や箕面と接す

る豊能町での増加が顕著。南部は、大阪府側の紀泉高原ではシカは確認されなかったも
のの、和歌山県側では雄シカがコンスタントに確認されている状況であり、河内長野市で
は限定的だがメスジカが確認されたこともあり、侵入・拡大初期段階である。令和７年度も
引き続き調査中。

・被害状況（府内の動向は第二種特定鳥獣管理計画より）
京都府全域における令和２年度の林業被害額は1千7百万円であるが、森林下層植生の

被害状況はH23～30年度で大きな変化は見られない。国有林においては、近年、設置して

いた防護柵の積雪等による損壊により大谷国有林（舞鶴市）及び古屋国有林（綾部市）に
て植栽木の食害が発生。令和４年度に改植・補植・柵修繕の事業を実施した。

大阪府全域においては、新たな造林地が少なく、シカの生息地では防護柵等の一定の
対策がとられることから、令和３年度末時点で府が把握している林業被害はない。ただし、
シカの生息密度が高い北部地域では食害による下層植生の衰退が進行している。

・取組状況

京都府内の国有林では、京都市及び宮津市野生鳥獣被害対策運営協議会と協定を締
結し、連携して有害鳥獣捕獲等の対策を実施しており、捕獲通知装置の設置により捕獲従
事者の支援を行っている。また、令和５年度に京都市農林作物鳥獣被害対策協議会に参
画し、国有林内での捕獲を推進している。

大阪府内の国有林では、本山寺山及び楊梅山国有林にて捕獲事業を大阪府猟友会に
委託して実施しているほか、箕面国有林においては箕面森林ふれあい推進センターが捕
獲事業を実施している。

・成果
令和６年度は本山寺山及び楊梅山国有林で４頭を捕獲。

・課題

京都府北部地域でシカの生息密度が高いことや、住宅地や観光地等への影響を踏まえ
て各市町村等との協力体制の強化を検討する必要がある。
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R6R7.1.7
宮津市野生鳥獣被害対策運営協
議会

協議会等の主催者
（中心）

主な構成機関参画協議会等の名称

京都市
京都市、京都府林務事務所、農業協同組合、森林組合、京都府猟友会、京都大阪森林管理事務所
※予察捕獲の計画をたてるための会議で、捕獲に取り組むための協議会ではない。

京都市有害鳥獣対策協議会

京都市
京都市農業協同組合、京都中央農業協同組合、京都農業協同組合京北支店、京都市森林組合、京
北森林組合、上桂川漁業協同組合、林野庁近畿中国森林管理局京都大阪森林管理事務所、京都府
京都林務事務所、京都府京都乙訓農業改良普及センター、京都市

京都市農林作物鳥獣被害対策協議会

宮津市
宮津市、宮津地方森林組合、京都府猟友会宮津支部猟友会、京都農業協同組合、宮津市農業委員
会、地区農家組合代表、学識経験者、宮津警察署、京都府農業共済組合、丹後地域野生鳥獣被害
対策チーム

宮津市野生鳥獣被害対策運営協議会

委託事業 0

20

40

60

80

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

職員実行 委託事業 わな貸出 その他

R6R5R4

2,186(2,186)1,743(1,743)  1,650(1,650)契約額（支払額）本山寺山外

20(4)20(12)20(9)目標（捕獲頭数）

その他
・京都市との連携 ほかパト子機の設置（89台）、安祥寺への親機の設置
・京都市農林作物鳥獣被害対策協議会へは負担金の支出有
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6638---11 京都市
------高槻市

MEMO
・シカ捕獲分の頭数のみ。
・R5以降は、主に京都市東部地域で捕獲を実施。



ICT機器（通報装置）の活用（京都大阪森林管理事務所）

○京都市と連携したICT機器（通報装置）の活用による鳥獣捕獲の効率化
京都市ではシカ、イノシシ等の有害鳥獣捕獲の効率化を図るため、LPWA（低消費電力の長距離無線）を活用しており、

市内１４ヶ所に親機を設置し、ほぼ全域をカバーする通信網を整備しています。
しかしながら、捕獲現場では通報装置の子機が不足していることから、京都大阪森林管理事務所では、京都市との協定

に基づき令和４年度に通報装置の子機を設置したほか、親機の追加設置により電波状況を改善するなど、各支部猟友会
の捕獲活動の効率化を支援することとしています。

農林業被害の防止はもちろんのこと、世界的な観光都市である京都の安全・安心の確保にもつながるよう、引き続き、
京都市と連携して取り組みます。

子機の配置状況（市内全域）

子機の配置状況（東山の国有林周辺） 親機の設置状況



目撃年度数は全体的に拡大 ※第13次計画

第二種特定鳥獣管理計画（ニホンジカ）

捕獲頭数拡大、R2年度は推定生息数が減少・生息数の推移 ・捕獲状況



第二種特定鳥獣管理計画（ニホンジカ）

狩猟（メスジカの奨励金）、狩猟期間の延長、
一部地域でのくくりわなの制限解除
※特定計画



京都市のほか、北部での捕獲頭数が多い
※R4事業計画

第二種特定鳥獣管理計画（ニホンジカ）

13次事業計画(pref.kyoto.jp)
第二種特定計画 (pref.kyoto.jp)
R4年度事業計画 (pref.kyoto.jp)
京都市鳥獣被害防止計画kyotocitychojuhigaibousikeikakuder3hastar5.pdf

※京都市計画



大阪府シカ第二種鳥獣管理計画



第13次事業計画 (osaka.lg.jp) 第二種特定計画(osaka.lg.jp)

大阪府シカ第二種鳥獣管理計画


